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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
春
を

清
々
し
い
気
持
ち
で
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

３
年
を
超
え
る
コ
ロ
ナ
禍
で
、

何
も
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
の
ウ

イ
ズ
コ
ロ
ナ
で
す
の
で
、
今
年

も
私
た
ち
ハ
イ
リ
ス
ク
の
高
齢

者
に
と
っ
て
は
予
断
を
許
さ
な

い
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

昨
年
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
に
乗
じ
て
、
自
公

政
権
が
戦
争
兵
器
の
爆
買
い
に

走
り
戦
争
の
危
機
を
高
め
ま
し

た
。
戦
後
、
平
和
憲
法
成
立
と

と
も
に
生
き
て
き
た
私
た
ち
か

ら
は
、
軍
国
主
義
へ
回
帰
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

軍
備
増
強
は
戦
争
を
防
ぐ
ど

こ
ろ
か
、
敵
か
ら
の
攻
撃
対
象

に
な
る
の
が
常
識
で
す
。
戦
争

の
悲
惨
な
体
験
が
薄
ら
ぐ
次
世

代
に
平
和
を
引
き
継
ぐ
た
め
に

は
、
統

一
教
会
と

一
心
同
体
で

あ
る
自
公
政
権
の
独
裁
阻
上
が

必
要
で
す
。

モ
リ

・
カ
ケ

・
さ
く
ら
問
題
の

首
謀
者
が
、
あ
ろ
う
こ
と
か
凶
弾

に
倒
れ
ま
し
た
。
あ

つ
て
は
な
ら

な
い
不
幸
な
こ
と
で
す
が
、
同
情

に
よ
り
過
去
の
悪
政
が
免
罪
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
自
公
政
権
と
真

っ
向
か
ら
対

峙
し
て
い
た
政
党
の
元
総
理
が
葬

儀
に
参
列
し
て
、
し
か
も
国
会
で

は
対
峙
し
て
い
た
の
は
ス
タ
ン
ド

プ
レ
ー
で
あ

つ
た
よ
う
な
追
悼
演

説
ま
で
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
労
働
者
の
代
表
が
葬
儀

に
参
列
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
民

党
や
統

一
教
会
に
媚
び
て
い
る
様

相
で
す
ｃ

私
た
ち
高
齢
者
の
視
点
に
立

っ

た
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

自
公
と
本
気
で
対
峙
で
き
る
政
治

体
制
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
高
齢
者
は
次
世
代
に
平

和
な
社
会
を
引
き
継
ぐ
め
、
不
穏

な
動
き
を
し
て
い
る
組
織

へ
の
監

視
の
目
を
強
め
な
が
ら
、
自
ら
の

健
康
に
留
意
致
し
ま
し
よ
う
。

本
年
が
よ
き

一
年
に
な
る
こ
と

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
合
掌
―
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第113号 い   き   が   い 令和 5年 1月 1日 (2)

新年明けま
おめで
立憲民主党 参議院議員 (NTT労組組織内)

98,

傷ぃ
‐

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
退
職
者

の
会

・
群
馬
県
支
部
協
の
皆

さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧

年
中
も
、
私
の
国
会
活
動
に

大
き
な
ご
支
援
を
賜
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
昨
年
７
月
の
第

２６
回
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、

大
変
厳
し
い
戦
い
の
中
、
三

期
目
の
勝
利
を
勝
ち
取

っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

あ
ら
た
め
て
心
よ
り
の
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
私

た
ち
立
憲
民
主
党
は
、　
一
昨

年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
続

い
て
敗
北
を
喫
し
、
い
わ
ゆ

る
改
憲
勢
力
に
３
分
の
２
を

超
え
る
議
席
を
許
し
て
し
ま

つ
た
こ
と
も
含
め
、
国
会
運

営
や
政
策
実
現
の
取
り
組
み
、

特
に
平
和
を
守
る
た
め
の
戦

い
は
、　
一
層
、
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
だ

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
Ｎ
Ｔ
Ｔ

労
組
組
織
内
議
員
が
、
２
馬

力
、
３
馬
力
の
力
を
発
揮
し

て
頑
張

つ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
丸
３
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
や
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
失
敗
に
よ
る
円

安

・
物
価
高
騰
の
影
響
等
で
、

国
民
生
活
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、

政
府

・
与
党
は
、
防
衛
費
の

倍
増
や
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

所
有
を
目
論
む
と
と
も
に
、

そ
の
財
源
と
し
て
、
増
税
や

社
会
保
障
費
の
負
担
増
を
狙

っ
て
い
ま
す
。
年
金
も
実
質

カ
ッ
ト
が
続
く
中
で
、
こ
れ

以
上
の
負
担
増
に
は
耐
え
ら

れ
な
い
、
生
活
で
き
な
い
と

の
多
く
の
高
齢
者
や
介
護

・

医
療
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
声

が
、
私
の
と
こ
ろ
に
も
届
け

ら
れ
て
お
り
、
何
と
し
て
も

こ
の
政
府

・
与
党
の
暴
走
を

止
め
、
国
民
の
命
、
暮
ら
し
、

そ
し
て
何
よ
り
平
和
を
守
り

抜
く
政
治
を
前
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、

「
つ
な
が

っ
て
、

さ
さ
え
あ
う
社
会
」
の
具
現

化
を
め
ざ
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
先
輩
方
の
温
か
い
ご
支

援

・
ご
指
導
、
応
援
を
い
た

だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
年
初
に
あ
た

っ
て

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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ブ黒→
る
も
の
を
、
会
員
の
意
識
調
査
を
行

っ
て
内
容
の
検
討
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
会
員
の
生
活
環
境
の
変

化
で
独
居
生
活
や
施
設
入
所
等
に
よ

り
、
居
住
地
確
認
等
連
絡
を
取
る
時

の
連
絡
先
の
情
報
収
集
を
取
り
組
み

ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
や
天
候
不
順

に
よ
る
水
害
等
も
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
連
絡
員
に
よ
る

「
い
き
が
い
」

手
渡
し
が
、
会
員
の
見
守
り
活
動
と

し
て
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
会
員
に
変
化
が
あ
れ
ば
地

区
協
議
会
や
支
部
協
議
会

へ
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
い
き
が
い
」
の
原
稿
収
集
を
行

っ
て
い
た
だ
く
通
信
委
員
に
つ
い
て

全
地
区
協
議
会
で
選
出
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
今
月
集
ま
っ
て
い
た
だ
き

意
識
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。

会
員
の
声
や
日
頃
の
活
動
を
掲
載
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
趣

味
の
活
動
等
の
原
稿
を
通
信
委
員
に

託
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
、
統

一
地
方
選
挙
の
年
で

す
ｆ
身
近
な
選
挙
で
生
活
の
中
に
深

く
関
わ
る
政
治
を
担
う
議
員
を
選
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
要
請
さ
れ
る
活
動
に
つ
い
て
、
可

能
な
限
り
の
協
力
を
行

っ
て
い
き
ま

―
）よ
つヽ
。

こ
の
１
年
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
会
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

（高
岸
）

すまヽ一Ｌｖざザ）

マ
ミ
，

し

と

石橋 みちひろ

こ
の

一
年
と
今
後
！

支
部
協
議
会
が
こ
の

一
年
間
に
何

を
し
て
き
た
の
か
？
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
は
、
現
在
第
八
波
と
蔓
延

状
態
が
続
い
て
い
る
。
高
齢
者
の
親

睦
団
体
で
あ
る
会
と
し
て
は
、
当
然

感
染
症
対
策
を
十
分
に
行
わ
な
け
れ

ば
死
も
身
近
と
な
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
山
口
県
の
市

町
村
会
が
東
京

へ
出
か
け
全
員
が
感

染
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
待
機
時
に
具
合
が
急
変
し
亡
く

な
っ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。第
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
か

ら
、
亡
く
な
っ
た
り
す
る
人
が
表
面

化
し
て
き
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

ワ
ク
テ
ン
は
そ
の
効
果
は

「期
待
で

き
る
」
と
い
う
表
現
で
サ
イ
ン
さ
せ

ら
れ
て
い
る
。

何
が
正
し
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
多
く
の
事
実
を
隠
し
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

支
部
協
議
会
の

一
年
間
は

「会
員

の
安
全

・
安
心
」
を
最
優
先
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
基
本
に
据

え
行
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
で
会
員
相
互
の
親
睦
が
深
め
ら
れ

な
か
っ
た
の
は
今
後
の
活
動
の
中
で

取
り
戻
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
部
協
は
群
馬
全
体
で
取
り
組
め



(3)第 113号 い   き   が   い 令和 5年 1月 1日

群馬県支部協議会総会 書面評決結果
・配布数 2,133票
・戻り数 1,039(有効票)戻総数 1,049(期 限切10枚 )
・承認票数1,035 否承認数 4
ご意見有難うございました。 (殆どがねぎらいの言葉でした)
対応が必要な意見については対応させていただきました。
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常 澤  彰

泉    光

大河原 明彦

福  田 豊

茂 木 正 行

長  田 保

黒 沢 保 之
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伊勢崎

伊勢崎

伊勢崎

伊勢崎

伊勢崎

伊勢崎

伊勢崎

桐 生

桐 生

大 山 善 也

横須賀信之

長 岡 淳 子

江 積 壮 大

斎 藤 宏 明

糸 井 新 一

新 井 義 一

金 子 重 雄

山 田 征 寿

竹 澤 和 子

秋 元  豊

川 端 克 彦

松 島 富 夫

倉 田 綾 子

桐 生

桐 生

大 田
大 田
渋川・吾妻

渋川・吾妻

増 田智 恵子

松 原 洋 子

荻 野 茂 明

篠 原 誠 治

永 井 孝 夫

佐 藤  勝
口 洋 一

身 和 夫

能 雄 治

田 雄 一

飯

天

久

ガヽ

佐

田

丸

林

嶋

堀

中

深

金

金

野

笠

保

林

藤

村

茂

崎

口

島

澤

井

屋

員 弓

盛 行

雅 敏

孝

弘 毅

康 夫

俊 之

洋 二

常 雄

成 一

修 一

恒 男

和 男

栄 治

井

尾

伊

岩

田

田

田

外

沼

沼

沼

県

日
日
回

【二
十
五
人
】

片
貝
　
邦
芳

（吾
妻
郡
）

小
池
　
園
子

（吾
妻
郡
）

・
十

一
月

ｏ
十
月
田
中
小
山

岩
田
大
谷
高
橋
堀
越
　
邦
子

福
地
　
宣
雄

増
田
　
知
子

・
十

一
月

勅
使
河
原
剛

田
中
　
芳
子

新
井
　
昌
己

小
池
　
教
二

松
井
　
哲
夫

西
原
　
　
茂

林

　

清

一

樺
澤
　
和
子

●
十
二
月

平
形
知
津
子

高
岸
真
希
子

新
嶋
　
博
美

田
島
　
秀
子

下
屋
　
徳
治

高
橋
　
尚
子

・
十
月
富
所
山
田

萩
原
木
暮
岩

田

岸尾
形

健
治
和
子

洋
子
和
子
富
子

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（安
中
市
）

（高
崎
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（大
田
市
）

（利
根
郡
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（安
中
市
）

（前
橋
市
）

（佐
波
郡
）

（大
田
市
）

（館
林
市
）

木
暮
　
憲
子

矢
口
　
　
剛

神
戸
　

一
郎

輿
石
　
光
雄

●
十
二
月

関
口
　
桂
子

関
　
　
文
雄

平
石
八
千
代

田
凹
目
【六
人
】

●
十
月
阿
部
ち
ゑ
子

小
林
す
み
江

・
十

一
月

城
木
　
政
子

奥
山
満
仁
子

●
十
二
月

川
崎
　
　
巌

金
井
　
恵
子

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（富
岡
市
）

（伊
勢
崎
市
）

清 田
オ寸 中
る

昌好 り 信
正 史 章 子 修 行 稔

長
谷
川

一
夫

（沼
田
市
）

目
ロ
ロ
【十
六
人
】

広 由
美 久

（高
崎
市
）

（甘
楽
郡
）

（前
橋
市
）

（み
ど
り
市
）

（渋
川
市
）

（前
橋
市
）

（吾
妻
郡
）

（北
群
馬
郡
）

（安
中
市
）

（高
崎
市
）

（前
橋
市
）

（桐
生
市
）

（渋
川
市
）

（北
群
馬
郡
）

荒
木
　
　
均

小
野
里
百
合
子

大
磯
　
　
弘

梅
山
　
博
史

石

口

神
山
黒
澤
亀
井
時
沢
冨
田
片
貝
桜
井
高
橋
五
十
紛
島
黒
岩

（藤
岡
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（７７
歳
）

（９４
歳
）

（８９
歳
）

（８０
歳
）

（７５
歳
）

（８０
歳
）

（６９
歳
）

（７６
歳
）

（９５
歳
）

（９１
歳
）

（７７
歳
）

（７８
歳
）

（８９
歳
）

（８１
歳
）

（８１
歳
）

（９０
歳
）

２

０

２

２

・
９
ヽ

２

０

２

２

・
１１

嵐       美
鉄 則 典   邦 隆茂 代  重
夫 夫 子 延 進 芳 一 子 子 賞 昭真

53名

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（高
崎
市
）

（沼
田
市
）

（高
崎
市
）

（太
田
市
）

（高
崎
市
）

（藤
岡
市
）



第l13号 い   き   が   い 令和 5年 1月 1日 (4)

=の
人にスポット伊勢崎編

私
が
前
橋
労
演

（演
劇
鑑
賞
会
）

に
入
会
し
た
の
は
１
９
８
４
年
３
月

で
し
た
、
地
元
の
伊
勢
崎
で
は
ま
だ

発
足
さ
れ
て
お
ら
ず
そ
の
４
年
後
、

１
９
８
８
年
に
前
橋
労
演
よ
り
分
離

独
立
し
て
い
せ
さ
き
労
演

（演
劇
鑑

賞
会
）
が
発
足
し
ま
し
た
。
地
元
で

優
れ
た
演
劇
を
観
続
け
る
た
め
に
会

員
制
で
非
営
利
団
体
と
し
て
発
足
、

活
動
も
当
番
制
か
ら
運
営
サ
ー
ク
ル

方
式
に
代
わ
り
運
営
サ
ー
ク
ル
が
中

心
と
な
つ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
発

足
か
ら
３４
年
間
２２９
回
、
前
橋
労
演
か

ら
通
算
約
４０
年
間
で
約
３００
回
の
優
れ

た
作
品
と
出
会
い
夢
や
希
望
生
き
る

支
え
と
大
き
な
感
動
を
頂
い
て
き
ま

し
た
。
初
め
て
観
た
の
は
杉
村
春
子

の
、

「女
の

一
生
」
で
す

「誰
が
選

ん
で
く
れ
た

の
で
も
な

い

自
分
が
選
ん

で
歩
き
出
し

た
道
で
す
も

の
―！
」
布
引

け

い
の
自
立

し
た
新
し

い

女
性

の
決
意

が
聞
こ
え

て

き
ま
し
た
。

演
劇
鑑
賞
会

は
喜
劇
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
、

評
伝
劇
、
家

庭
劇
等

々

一

一
●

ｒ

一

■
一
一
●

ミュージカルに出演

つ
の
も
の
で
な
く
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
も
の
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
時
々
で
心
に
残
る
作
品
は

沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
特

に
思
い
が
深
い
作
品
は
、
仲
代
達
矢

の

「
ホ
ブ
ソ
ン
の
婿
選
び
」
で
す
。

笑
い
と
頑
固
お
や
じ
の
ホ
ー
ム

・
コ

メ
デ
ィ
ー
で
、
そ
れ
が
縁
と
な
り
石

川
県
七
尾
市
能
登
演
劇
堂
の
劇
場
見

学
旅
行
に
行

っ
て

「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
」
を
観
て
大
満
足
で
し
た
。

そ
し
て
前
進
座

の

「
女
殺
し
油
地

獄
」
は
最
後
に
兵
四
郎
が
お
吉
を
殺

害
す
る
油
屋
の
シ
ー
ン
で
お
吉
の
油

ま
み
れ
の
演
技
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
時
代
、
夢
中
で
読
ん
だ

「
ア
ン

ネ
の
日
記
」
の
上
演
。
隠
れ
家
で
音

も
声
も
出
せ
な
い
生
活
は
、
想
像
す

る
だ
け
で
恐
怖
と
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
感
動
は
演
劇
鑑
賞
会
を
み

ん
な
で
成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
強
い

信
念
と
な
り
新
会
員
を
増
や
す
事
に

も
繁
が
り
ま
し
た
。
各
定
例
会
は
運

営
サ
ー
ク
ル
全
員
で
つ
く
り
上
げ
ま

す
。
会
員
は
学
習
会
の
企
画
開
催

・

機
関
紙
の
発
行

・
ポ
ス
タ
ー
貼
り

・

大
道
具
搬
入
、
搬
出

・
交
流
会

・
反

省
会
な
ど
に
役
者
や
会
員
が
参
加
す

る
の
で
、
新
し
い
出
会
や
楽
し
い
思

い
出
も
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
達
成

感
が
笑
顔
と
な
り
や
り
が
い
も
感
じ

・

ま
し
た
。
ま
た
運
営
サ
ー
ク
ル
に
関

わ
る
こ
と
で
演
劇
を
深
く
理
解
で
き

ま
す
。
前
橋
演
劇
鑑
賞
会
は
高
齢
化
、

コ
ロ
ナ
過
、
趣
味
の
多
様
化
な
ど
に

よ
り
会
員
数
が
激
減
し
、
令
和
３
年

■

４
月
に
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
群
馬

県
内
で
は
高
崎
と
い
せ
さ
き
演
劇
鑑

賞
会
だ
け
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
楽
し
み
を
共
有
し
、
色
々
な
人

間
模
様
を
自
分
の
生
き
方
と
重
ね
、
　
．

夢
や
希
望
、
生
き
る
支
え
と
大
き
な

感
動
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち

が
先
輩
方
に
い
た
だ
い
た
こ
の
演
劇

鑑
賞
会
を
出
来
る
だ
け
長
く
継
続
さ

・

せ
、
お
芝
居
に
感
動
と
喜
び
を
感
じ
、

自
分
の
人
生
を
見
つ
め
、
多
く
の
仲

間
と
語
り
合
い
演
劇
鑑
賞
の
文
化
活

動
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

の
が
私
達
の
役
目
と
考
え
て
お
り
ま

‐

儘
_■ =
iil納
Lス

角田房子 さん劇団民藝の皆さんと

いせさき演劇鑑賞会事務局
〒372‐0014 伊勢崎市昭和町3993
TEL:0270‐ 23‐5100
E―mail:isesakl.enkan@nifty.cOm
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タ
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プ
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ヽ
ヒ
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一よヨＬ
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●

演
劇
鑑
賞
会
と
歩
に
で
四

伊
勢
崎
地
区
協
　
角
田
　
房
子

●

　

●
▲
ワ
●
▲
口
●

　
●
▲一
０
▲
）
●

　
●
▲一
●
▲
一
●

　

●
▲
一
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▲
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▲
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▲
）
０

　
０
▲〕
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島
）
●

　

●
▲
）
●
▲
一

翻 区

劇団民藝「アンネの日記」打ち上げ模様

(左から伊藤孝雄、日色ともゑ、奈良岡朋子)

す
。
ど
う
ぞ
興
味
を
お

持
ち
の
方
は
演
劇
鑑
賞

会
に
入
会
し
て
い
た
だ

き
、
新
し
い
お
芝
居
を

鑑
賞
し
感
動
と
喜
び
を

感
じ
る
世
界
に
入
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
興
味
を
お
も
ち
の
方

は
下
記
の
い
せ
さ
き
演

劇
鑑
賞
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

|

・
´
ヽ

■‐́



(5)第 113号 令和 5年 1月 1日

高
崎
地

区
協

ミ
ニ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

高
崎
地
区
大
会

大
澤
　
保
宏

夏
休
み
明
か
ら

一
ヶ
月
が

過
ぎ
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま

す
が
感
染
予
防
を
し
て
１０
月

１９
日
内
聖
橋
河
川
敷
で
あ
す

な
ろ
会
秋
季
ミ
ニ
グ
ラ
ウ
ン

ド
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

途
中
休
憩
を
入
れ
て
３
ゲ
ー

ム
天
気
は
最
高
、
ス
コ
ア
は

い
つ
も
ど
お
り
。
楽
し
い
時

間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
結
果
は

優
勝

（大
澤
保
宏
）
準
優
勝

（後
藤
孝
）
３
位

（新
井
常

夫
）

一
人
で
も
多
く
集
ま
る

よ
う
願
い
つ
つ
終
了
し
ま
し

た
。９

時
頃
到
着
し
ま
し
た
。

当
日
は
時
々
小
雨
の
降
る

天
気
で
し
た
が
、
山
頂
で

４０
分
昼
食
。
記
念
写
真
を

撮
影
後
下
山
し
ま
し
た
。

そ
の
後
紅
葉
が
綺
麗
な
東

郷
公
園
を
散
策
し
、
途
中

道
の
駅
秩
父
に
立
ち
寄
り
、

土
産
を
買
い
求
め
、
予
定

の
１７
時
“
分
無
事
に
到
着
。

秋
の
一
日
を
堪
能
し
、
心

身
共
に
リ
フ
レ
ツ
シ
ユ
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

な
の
毒
気
に
恐
れ
を
な
し

た
か
、
上
着
を
脱
ぐ
よ
う

な
好
天
と
成
り
ま
し
た
。

結
果
は

優
　
勝
池
田
多
加
志
さ
ん

準
優
勝
乾
　
祥
二
さ
ん

３
位岩
丸
好
雄
さ
ん

参
加
者
全
員
に
Ｇ
Ｇ
部
長

の
大
盤
振
る
舞

い
で
、
豪

華
な
賞
品
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
近
い
う
ち
に
開
催
し

よ
う
と
約
束
し
て
、
散
会

し
ま
し
た
。

富
岡
地
区
協

さ
つ
ま
芋

・
里
芋
の
収
穫

中
嶋
　
秀
夫

今
年
は
里
芋
を
４
月
２４
日

に
植
え
、
さ
つ
ま
芋
の
苗
挿

し
を
６
月
４
日
、
マ
ル
チ
挿

し
さ
れ
た
５
列
の
畝
に
紅
は

る
か
を
鋤
本
、
安
納
芋
１００
本

を
苗
差
し
し
ま
し
た
。
昨
年

は
挿
し
方
の
拙
さ
と
日
照
り

で
４
分
の
１
ぐ
ら
い
枯
ら
し

前
橋
地
区
協

Ｇ
Ｇ
大
会
を
実
施
登
坂
銀
次
郎

天
気
模
様
が
心
配
な
状
況

で
し
た
が
、
令
和
４
年
■
月

２９
日
四
、
吉
岡
町
緑
地
公
園
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
実
施

し
ま
し
た
ｃ

懐
か
し
い
顔
が
そ
ろ
い
、

近
況
報
告
や
ら
男
性
の
下
の

病
気
の
事
や
ら
で
盛
り
上
が

り
、
４
名
づ

つ
の
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
プ
レ
ー
を
開

始
し
ま
し
た
。

心
配
し
た
天
気
も
、
み
ん

■
■

い   き   が   い

地
区
協
だ
よ
り

柏
木
山
と
東
郷
公
園
ヘ

～
山
歩
会
八
イ
キ
ン
グ
～

小
澤
　
　
正

■
月
２９
日
、
高
崎
地
区
協

議
会
山
歩
会
に
よ
る
、
飯
能

市
三
山
の
最
高
峰
と
言
わ
れ

る
柏
木
山
に
あ
る
、
紅
葉
が

美
し
い
東
郷
公
園
ハ
イ
キ
ン

グ
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
１３
名
、
７
時
３０
分
浜
川

運
動
公
園
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
出
発
、
柏
木
山
登
山
口
へ

a日

i

卜
‐
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第113号

て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
回
は

十
分
な
補
水
を
施
し
、
秋
の

収
穫
祭
を
楽
し
み
に
作
業
を

終
了
し
ま
し
た
。
収
穫
は
さ

つ
ま
芋
が
１０
月
５
日
、
昨
年

と
同
様
で
少
な
ロ

ク残
念
″

里
芋
は
２
ヵ
月
ぐ
ら
い
長
く

植
え
、
１１
月
６
日
に
収
穫
し

大
豊
作
で
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド

・

ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

三
浦

　

毅

恒
例
の
宿
泊
旅
行
兼
グ
ラ

ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会
の
開

催
で
上
野
村

「ビ
ラ
せ
せ
ら

ぎ
」
へ
。

登
利
平
の
豪
華
弁
当
で
昼三浦 美津 渡辺 恭秀

食
を
終
え
て
、
Ｇ
Ｇ
大
会
の

開
始

で
す
。
参
加
者

１２
名

（男
子

６
名
女

子
６
名
）

３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
熱
戦
を

繰
り
広
げ
、
傾
斜
の
あ
る
難

し
い
コ
ー
ス
に
も
関
わ
ら
ず

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
７
本
出

る
な
ど
日
頃
の
練
習
成
果
を

発
揮
し
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き

ま
し
た
。

成
績
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

ー
本
の
三
浦
　
毅
さ
ん
が
優

勝
、
準
優
勝
　
渡
辺
　
恭
秀

さ
ん
、
３
位
　
三
浦
　
美
津

さ
ん
で
し
た
。
来
年
か
ら
の

練
習
は
週
２
日
に
増
や
し
て

２
月
か
ら
実
施
の
予
定
で
計

画
し
て
い
ま
す
。

桐
生
地
区
協

第
３６

Ｇ
Ｇ
大
会
開
催

広
瀬
　
和
由

コ
ロ
ナ
第
８
波
？
先
の
見

え
な
い
コ
ロ
ナ
過
が
続
く
中

コ
ロ
ナ
を
吹
き
飛
ば
す
勢

い

で
、
清
々
し
い
秋
晴
れ
の
下

１１
月
１７
日
桐
生
市
民
広
場
に

お
い
て
２３
名
の
仲
間
が
集

い

Ｇ
Ｇ
大
会
を
開
催
。
藤
掛
会

長
挨
拶
、
来
賓
よ
り
井
田
県

議
、
堀
内
利
之
様
の
近
況
報

告
。
開
始
間
も
な
く
歓
声
と

と
も
に

一
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

達
成
」
和
気
謁
々
と
楽
し
く

プ
レ
ー
。
参
加
者
全
員
が
両

手
で
持
ち
き
れ
な
い
賞
品
と

笑
顔
を
お
土
産
に
無
事
終

了
。
結
果

【優
勝

一
大
手

精

一
、
準
優
勝

¨
津
久
井

喜

一
、
第
３
位

¨
清
水
加

代
子
、
第
４
位

¨
松
尾
保

春
、
第
５
位

一
小
内
進
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
６
名
１０

本
】太
田
地
区
協

第
３６

Ｇ
Ｇ
大
会
開
催

小
林
　
秀
司

師
走
に
入

っ
た
１２
月
２

日
、
太
田
地
区
協
の
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
を
講
じ
て
市

内
内
ヶ
島
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
で
今
回

の
み
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
１４
名
が
３２
ホ
ー
ル
を

競
い
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

成
績
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
数

の
差
で
一
位
田
中
洋
子

（ス

コ
ア
７５
）

二
位
奥
泉
務

（
７５
）
、
三
位
杉
戸
清
二

（８０
）
で
し
た
。
最
近
は
参

加
者
が
減
少
傾
向
で
あ
り
健

康
維
持
と
親
睦
を
深
め
る
た

め
新
規
メ
ン
バ
ー
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ロ

ロ

い   き   が   い 令和 5年 1月 1日 (6)

三浦 毅
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(7)第 113号 い   き   が   い 令和 5年 1月 1日

〈ム
　
　
一一［

会
計
監
査

沼
田
地
区
協

沼
田
地
区
協

臨
時
幹
事
会
の
開
催

牧
野
　
亀
吉

臨
時
幹
事
会
を
１０
月
１９
日

凶
市
民
活
動
セ
ン
タ
１
６０２
会

議
室
で
１２
名
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
総
会
議
案
書

最
終
議
決
や
新
役
員

・
退
任

役
員
の
紹
介
や
挨
拶
等
行

い

ま
し
た
。

新
役
員

会
　
長
　
　
西
山
　
順
三

副
会
長
　
　
鈴
木
い
つ
子

事
務
局
長
　
伊
能
　
雄
治

幹
　
事
　
　
牧
野
　
亀
吉

轟

気

デ
繹
■

す

一が

顧
　
間

退
任
役
員

副
会
長

ク

会

計
渋
川
地
区
協

第
１７

総
会
を
開
催

石
田
　
健
治

Ｈ
月
２５
日
。
三
年
ぶ
り
と

な
る
地
区
協
総
会
を

「東
吾

妻
町

・
コ
ニ
フ
ア
ー
い
わ
び

つ
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
来

賓
に
支
部
か
ら
竹
澤
会
長
、

高
岸
事
務
局
長
を
迎
え
る
中
、

コ
ロ
ナ
禍
の
余
波
か
、
い
つ

も
に
比
べ
、
少
な
い
参
加
状

況
で
あ
り
ま
し
た
。

総
会
前
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
で
交
流
し
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
優
勝

・
寺
島
　
正
さ
ん
、

二
位

・
塩
谷
直
彦
さ
ん
、
三

位

・
田
村
勝
さ
ん
で
し
た
。

総
会
で
は
、
支
部

・
竹
澤

会
長
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対

応
、
安
全
に
つ
い
て
の
考
え

林青
木
高
橋
下
條

仁
治
代
恭
子

下

'可原
=[ヨ辰
=

原 石 小
田 林

▲総会模様

グラウンドゴルフで懇親 )

家
庭
菜
園
だ
よ
り

前
橋
地
区
協
関
谷
　
信
義

赤
堀
フ
ァ
ー
ム
で
家
庭
菜

園
を
初
め
て
早
７
年
、
現
在

で
は
四
区
画
を
借
り
、
年
間

２５
～
３０
種
類
の
野
菜
を
作
っ

て
い
ま
す
。
十

一
月
は
実
り

の
秋
で
、
大
根
、
ほ
う
れ
ん

草
、
里
芋
、
白
菜
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
レ
タ
ス
、
ブ
ロ
ツ
コ
リ

ー
、
カ
ブ
等
が
収
穫
で
き
ま

す
。
自
宅
だ
け
で
は
消
費
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

親
戚
や
近
所
の
方
に
迷
惑
を

省
み
ず
食
べ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
も
収
束
し
な
い

中
で
も
畑
は
安
心
で
す
。
お

金
も
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
趣

味
と
実
益
を
か
ね
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
興
味
あ
る
方
は

一
緒
に
い
か
が
で
す
か
。

交
通
指
導
員
と
し
て

前
橋
地
区
協
登
坂
　
修
二

「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま

す
」
毎
日
児
童
の
元
気
な
挨

拶
が
、
前
橋
細
井
小
の
西
側

に
走
っ
て
い
る
石
井
県
道
の

ベ
ル
ク
の
信
号
箇
所
で
、
７

時
１５
分
よ
り
せ
わ
し
く
行
き

交
う
交
差
点
で
、
交
通
指
導

員
と
し
て
車
の
左
折
車
を
停

止
さ
せ
、
児
童
が
横
断
歩
道

■■■□■

0

賢

一

京
子
口
Ｕ　
´

乗
“
一

弘
子

方
等
の
お
話
が
あ
り
、
議
事

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
沈
静
を

願
い
、
今
後
の
活
動
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、

「
ウ
イ
ズ

・
コ
ロ
ナ
」
を
意
識
し
な
が

ら
、
活
動
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

・ 1

■LL_“
“

■_」」L‐日」■■

0

砕
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第113号 い   き   が   い 令和5年 1月 1日 (8)

を
渡
る
の
を
指
導
し
て
い
ま

す
。
最
後
の
班
が
渡
り
切
る

と

一
緒
に
学
校
の
手
前
ま
で
、

狭
い
道
路
の
車
に
気
を
付
け

て
指
導
し
て
い
ま
す
。

私
も
交
通
指
導
員
と
し
て

６
年
４
カ
月
と
な
り
、
市
役

所
に
て
■
月
７
日
に
、
市
長
、

警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
等

に
よ
り
、
表
彰
状
と
感
謝
状

を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
の

栄
誉
を
忘
れ
ず
に
、
交
通
安

全
の
推
進
に
向
け
、
よ
り

一

層
精
進
し
て
い
く
気
持
ち
で

お
り
ま
す
。

オ
ー
イ
み
ん
な
元
気
カ
イ

太
田
地
区
協
新
井
　
春
美

昭
和
４７
年
１０
月
群
馬
県
内

の
営
業

・
料
金
部
門
に
１２
名

の
採
用
が
あ
り
ま
し
た
。

い
わ
ば
同
期
の
桜
う
ち
５

人
、
オ
ー
イ
元
気
カ
イ
と
声

を
か
け
た
と
こ
ろ
足
利
の
大

小
山
、
妙
義
山

（３１３
ｍ
）
に

登
る
こ
と
に
な
り
１０
月
１９
日
、

５０
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し

ま
し
た
。

ハ
ヤ
ブ
サ

が
舞
飛
ぶ
萩

の
花
咲
く
頂

上
で
昔
話
に

花
を
咲
か
せ

東
京
学
園
研

修
時
の
宿
、

渋
谷
道
玄
坂

の
寿
楽
旅
館

で
仲
間
が
悪

酔
し
て
襖
に

穴
を
あ
け
た

事
件
当
時
サ

ッ
カ
ー
で
活

躍
の
釜
本
選

手
が
同
じ
宿

に
泊
ま
っ
て

い
た
こ
と
等

な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
し

　

コ
ロ
ナ
禍
の
同
窓
会

―
ポ
ン
券
２
０
０
０
円
も
対

象
に
な
リ
ラ
ッ
キ
ー
な
同
窓

会
に
な
り
ま
し
た
。
翌
日
は

早
く
に
亡
く
な

っ
た
友
が
２０

周
忌
に
な
る
と
親
友
３
人
で

お
墓
参
り
し
、
そ
の
後
ラ
ン

チ
と
お
茶
を
楽
し
ん
で
別
れ

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
心
身

共
に
若
返

っ
た
様
で
し
た
。

こ
の
同
窓
会
を
機
に
疎
遠
に

な

つ
て
い
た
友
と
の
親
交
が

始
ま
り
ま
し
た
。

た
。登
り
降
り
２
時
間
位

い
い

汗
を
か
き
帰
り
に
足
を
伸
ば

し
、
佐
野
ラ
ー
メ
ン
に
舌
鼓

を
う
ち
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

新井春美です

沼
田
地
区
協
志
賀
　
京
子

コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
制
限
が

解
除
さ
れ
た
春
先
、
延
期
に

な

っ
て
い
た
中
学
校
の
同
窓

会
の
案
内
が
届
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
旧
友
と
逢
え
る

と
思

っ
た
私
は
ワ
ク
ワ
ク
す

る
気
持
で
出
席
の
返
事
を
出

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
夏
頃

か
ら
ま
た
コ
ロ
ナ
の
感
染
者

が
増
え
出
し
、
躊
躇
す

る
毎
日
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。
が
、
仲
の
良

か
っ
た
友
が
幹
事
を
務

め
当
日
も
乗
せ
て
行

っ

て
く
れ
る
事
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
友
と
同
様

幹
事
長
の
判
断
に
任
せ

る
事
に
し
、
結
果
参
加

し
て
来
ま
し
た
。
や
は

り
出
席
か
ら
欠
席
に
変

更
し
た
人
達
も
あ
り
、

２０
人
足
ら
ず
の
同
窓
会

で
し
た
が
少
人
数
の
良

さ
も
あ
り
、
和
気
合
々

と
今
迄
以
上
に
込
入
っ

た
話
が
出
来
、
と
て
も

有
意
議

で
し
た
。
又

ｇ
ｏ
ｔ
Ｏ
の
宿
泊
代
金

５
０
０
０
円
割
引
と
ク

闘″
.ヽ'`

…
ヽ
―
　

　

ヽ
．

Ｌ
「
二
●
・　

一

，
１
■
■
■
７
　
　

．̈

ｒ
，
■
１
　
　
　
　
．

０

お
学

」肝
¨
“

腰

「 ″ ヽ
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(9)第 113号 い   き   が   い 令和 5年 1月 1日

ン//′ 薪″―響園い
難問に挑戦してください 1

正解者 3名様に 3000円のフオカードを贈呈します (正解者多数の場合は抽選)
当選者と解答は次号に掲載します

固 ヨ
前回の解答

応募総数

当選者

前橋地区協

太田地区協

渋川地区協

769

23件 正解22件

市村昭彦様

野□正夫様

牧 春夫様

数独を解きましたら太枠部分の 3つの

数字を左から答えてください

厳正な抽選の結果、当選者に

クオカードを贈呈しました

はがきに、郵便番号 住所 氏名 解答 (3つの数字)を記入 機関誌「いきがい」への要望、

感想を書き添えてください

370-0829高崎市高松町 1 3 NTT労組退職者の会 懸賞係まで
応募は群馬県支部協議会の会員に限ります 締め切り :1月 31日到着

皆さんの設稿を
お待ぢしています 私たちの顧間弁護団が

無料で対応

☆電話・面会による相談☆

どちらも、山田謙治法律事務所へ直接

電話をして、①所属組織、②氏名を告

げて申し込んでください。

*相談費用は、NTT労 組で負担しますが、
相談の結果、調停・訴訟等を進める場合は

個人負担となります。

山田謙治法律事務所
前橋市千代田町 1‐ 12-7 ●(027)235‐0200

8

7 5

9 4 2 6 7
Ｆ『
》

2

6 8 3 9

9 6
5 2 6

9 8
5

応募方法

お気軽にこ相談ください

テーマは自由、体験談、友達紹介、趣味のこと、

ペット自慢、孫自慢、わが町紹介

(名所 。旧跡・グルメ等)俳句、川柳、短歌、
絵手紙etc

l.原稿は200字程度でお願いします
2.送付方法
①メール taisyOkusya@mai!.g。。.ne.Jp

②郵送

③FAX 027-327-2626
◆追加を希望される記事、項目をお知らせください

なお、応募いただいた原稿については紙面の都合に

より掲載できないこともあります。

また、原稿や写真は返却できませんので予めお断り

申し上げます。

次号 114号の締め切りは2月 28凶日です
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「自
由
題
」

朝
刊
の
こ
と
り
と
落
ち
る
秋
の
こ
ゑ

紙
飛
行
機
陽
に
政
き
て
新
松
子

高
崎
地
区
協
　
　
十
島
　
圭
子

廃
屋
に
蔦
が
主
な
り
霧
動
く

秋
の
雲
ゴ
ッ
ホ
と
ピ
カ
ソ
が
せ
め
ぎ
谷
う

前
橋
地
区
協
　
　
星
野
　
茅
子

髪
切

っ
て
秋
風
耳
に
こ
こ
ち
よ
し

い
も
虫
や
著
に
も
棒
に
も
反
発
す

人
口
地
区
協
　
　
定
方
き
ぬ
子

秋
彼
岸
雨
の
合
間
の
あ
か
ね
雲

う
ろ
こ
雲
あ
か
ね
に
染
ま
り
せ
ま
る
間

太
口
地
区
協
　
　
大
澤
　
曜
子

蝸
や
季
節
の
変
わ
り
め
妻
と
聞
く

燃
え
盛
る
誰
を
提
ボ
か
彼
岸
花

前
橋
地
区
協
　
　
漏
口
　
知
え

一
過
疎
の
地
の
出
は
動
か
ず
盆
の
月

と
ん
ぼ
乗
ぶ
楽
園
な
る
や
衣
葉
の
日

前
橋
地
区
協
　
　
高
橋
富
士
子

嗚
焼
を
思
う
存
分
白

い
飯

色
置

い
て
画
面
に
秋
は
広
が
り
ぬ

渋
川
地
区
協
　
　
塩
野
　
鞠
子

奈
生
今
学
び
多
か
り
文
化
の
日

段
立
に
古
墳
口
開
け
冬
隣

沼
口
地
区
協

平
丼
　
依
江

編
集
後
記

ほ

っ
と
通
信
も

一
巡

し
、
新
た
に
個
人
に
ス

ポ

ッ
ト
を
当

て
た

コ
ー

ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

今
回
編
集
員

の
独
断

に

お
付
き
合
い
い
た
だ
き
、

ト

ッ
プ
バ

ッ
タ
ー
を
飾

る
筆
者
の
角
田
先
輩
と
、

伊
勢
崎
通
信
員

の
桑
原

さ
ん
に
は
感
謝
し
き
れ

な

い
。
次
回
は
桐
生
地

・
区
協

に
お
願

い
し

て
あ

る
。
乞
う

ご
期
待

と

し

て
お
き
ま
し
よ
う
ｃ

`%,も `%,■ `%)■ d%,■ `%,Ⅲ%↓ `%,■ `%,こ `れ,い

可

紳

大
臣
の
頭
脳
が
荒
く
勤
ま
ら
ず

は
げ
頭
お
び
え
た
旅
も
笑

い
顔

高
崎
地
区
協

元
旦
の
空
気
今
日
だ
け
深
呼
吸

シ
ロ
と
跳
ぶ

い
い
事
あ
る
よ
千
支
ウ
サ
ギ

相
生
地
区
協
　
　
長
丼
　
和
子

駄
作
で
も
カ
ー
ド
欲
し
き
に
又
投
稿

ス
マ
ホ
見
る
暇
が
あ

っ
た
ら
親
を
見
ろ

太
口
地
区
協
　
　
美
さ
ん

衣
春
え
明
日
が
あ
る
こ
と
願

い
つ
つ

す
り
抜
け
て
下
界
に
お
ろ
す
猫
ニ
ャ
ン
古

太
口
地
区
協
　
　
大
澤
　
曜
子

川
崎
い
わ
お
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